
特集

新しい価値を社会へ

19 20Nitto Group Report 2017 Nitto Group Report 2017

1918 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

電気絶縁用
ワニスクロス

1918
1921 1946 1951 1962 1983

1974 1985

リノテープ 電気絶縁用テープ ビニルテープ 紙粘着テープ

1964

両面接着テープ

1961

表面保護用
ビニルシート「SPV®」

1967

医療用粘着シート
（救急絆創膏）

1924

電気絶縁用
ワニス

1951

電線用ワニス
1973

フレキシブル回路基板
「ニトフレックス®」

1996

HDDヘッド用
薄膜金属回路基板

2015

「レイクレア®」

1965

エポキシ樹脂製品
EP/FPシリーズ

1966

半導体封止用
エポキシ樹脂

1952

ガラスクロス

1957

鋳・成型品

1961

フッ素樹脂製品
「ニトフロン®」

1987

PE多孔質フィルム
「ブレスロン®」

1995

フッ素多孔質膜
「テミッシュ®」

1998

内圧調整部品
「CAPSEAL®」

1964

強化プラスチック

1983

光半導体用
封止樹脂

1973

逆浸透膜

1981

低圧スパイラル型
RO膜

1994

海淡用RO膜
モジュール

1998

キャピラリー型
UFモジュール

2008

高ホウ素除去用
RO膜

2011

硫酸イオン
除去NF膜

2003

BGA用樹脂

1978

抗炎症剤
（ステロイドテープ）

1983

経皮吸収型
テープ製剤

1984
EL用防湿シート

1985

透明導電性フィルム
「エレクリスタTM」

1994

角質保護用サージカル
テープ「優肌絆®」

2005

核酸合成用
ポリマービーズ

1975

粘着偏光板

1982
車載用偏光板

1989

位相差板

1996

高輝度偏光板

2013

超薄型偏光板

2004
大型TV用
偏光板

2007
「ロールトゥーパネル®」

1992

自動車塗膜用
保護フィルム

1998

偏光板用保護フィルム
「E-MASK®」

1995

熱剥離シート
「リバアルファ®」

2002

低VOC
両面テープ

2005

超強力両面テープ
「HYPERJOINT®」

シーリング材
「エプトシーラー®」

補強用防振材
「ニトハード®」

2000

高機能制振材
「レジェトレックスTM」

「コロコロ®」

2012

「めーでるシート®」
テープ

ワニス

絶縁
材料

封止材

ポリ
イミド

多軸
ファンド

両面
テープ

表面
保護

偏光板

医療用

フッ素
樹脂

スパッタ
技術

分離膜

1918 2015

技術革新の歴史 Nittoグループは1918年の創業以来、4つの基幹技術をベースに多くの新しい技術を生み出し、これらを複合することで…

種々の製品を創り出してきました。そして、開発した製品や技術をさまざまな領域に展開し事業を発展させてきました。
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社会に貢献する技術・製品

Nittoグループのライフサイエンス事業は、粘着技術や塗工技術、高分子合成・加工などの技術を融合することにより、1960

年代後半に絆創膏用粘着シートを製造したことから始まり、医薬品の投与方法や開発に新しい道を切り拓いてきました。

現在、先進国の高齢化や新興国の人口増加に伴う医療ニーズの高まりにより、医師・医療不足が問題視されています。また、こ

れまで治療が難しいとされてきた薬の開発を切望する声も大きくなっています。Nittoグループはこのような課題の解決につな

がる製品・サービスを拡充させ、人々のQOL（Quality of Life：生活の質）向上に貢献します。

グローバル化や急速な発展は社会にさまざまな課題をもたらしました。1918年、日本の発展を支える電気絶縁材料のメーカー

として創業したNittoは、グローバル展開により大きく飛躍を遂げながら、長年にわたり社会的課題の解決に貢献してきました。

新たにグリーン（環境関連）・クリーン（新エネルギー）・ファイン（ライフサイエンス）の各領域にも注力し、社会に新しい価値を提

供し続けています。

人々の健康に貢献するたとえば

■Nittoグループのライフサイエンス事業の変遷

基幹技術
●	粘着技術
●	塗工技術
●	高分子合成・…
	 加工技術

核酸創薬技術

サージカル…
テープ

経皮吸収型…
テープ製剤

アクティブTTS技術※

Nitto PassPort® System

核酸医薬受託合成

治験の実行
創薬
医薬品の設計
知財の取得

ポリマー…
ビーズ

特集 新しい価値を社会へ

この章では既存の製品・サービスのほか、新製品および	
実用化を目指す製品・サービスも紹介しています。

Nittoが注力している	
新領域の製品・サービス

実用化を目指す	
製品・サービス

Clean

2016

Green Fine 未来に
提案!

※ アクティブTTS技術：Active Transdermal Therapeutic System

皮膚に小さな孔を開け、薬を含むパッチを貼付します。

点線部分に優肌パーミロール®Liteが貼付されています。

核酸医薬受託製造の拡充

Nitto PassPort® System

NASHおよび肝硬変の治療薬の開発
ブリストル・マイヤーズ スクイブ社と提携

優肌パーミロール®Lite 経皮吸収型テープ製剤

Nittoグループは、ガンなどの治療困難な病気に効果がある
と期待される核酸医薬の受託製造サービスで業界トップシェ
アを誇ります。
2016年10月、日東電工アビシアを通して米国の
Irv ine  Pharmaceut i ca l  Serv i ces社およびArv io 
Biopharmaceuticals社の資産を買収し、日東アビシア
ファーマサービスを設立しました。医薬品の分析サービス
が拡充されたほか、無菌充填サービスも可能になりました。
患者様に一日も早く新薬をお届けできるよう、核酸医薬
開発の加速を支援するサービスを提供していきます。

「Nitto PassPort® System」は、痛みなく安全に皮膚表面に微
細な孔を開ける技術と、粘着テープに薬を加えて皮膚に貼付する
技術を組み合わせた新しい経皮投与技術です。
そのままでは皮膚から吸収されないペプチドや核酸、タンパク
質のような高分子のバイオ医薬品や親水性薬の投与が可能で、従
来、注射や点滴に限定されていた薬の新たな投与方法を提案しま
す。孔の数や大きさ、テープ製剤の組成をコントロールして薬を
放出する時間や量を変えることもできます。
現在、複数の製薬会社様と協同で検討を行っており、早期実用
化を目指しています。

Nittoは2008年から線維症治療薬の開発に取り組んでいます。進行
性非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）およびC型肝炎に伴う肝線維症
と肝硬変を対象とした、siRNA（核酸の一種）を用いた開発製剤は、米
国食品医薬品局よりファストトラック指定（優先審査指定）を受けてい
ます。
2016年11月、Nittoと米国のブリストル・マイヤーズ スクイブ社

は、NASHと肝硬変を対象とした、上記製剤の開発、製造および販売に
関して独占的ライセンス契約を締結しました。この提携により、開発が
加速され、患者様に少しでも早く治療薬が届くことを期待しています。

傷や肌を覆って雑菌や水の浸入を防ぐフィルム状のカバー
「優肌パーミロール®」シリーズに、従来品と比べて薄さ約4分
の1の「優肌パーミロール®Lite」が加わりました。よく伸びて
屈曲部にもしなやかにフィットするので何もつけていないよ
うなつけ心地です。また、独自の「優肌」ゲル粘着剤を使用し
ており、テープをはがす時に角質を傷つけず痛みもほとんど
ありません。

経皮吸収型テープ製剤は、肌に貼って薬を投与する医薬品です。内
服薬のように消化管や肝臓などに負担をかけず、注射のように針を刺
したときの痛みもありません。また、薬の投与量をコントロールして急
激な薬物吸収による副作用を軽減します。
Nittoの技術が、虚血性心疾患治療用、喘息治療用、局所麻酔用や高
血圧治療用など幅広いテープ製剤を世に送り出し、患者様の不安や負
担を和らげる一助となっています。

未来に
提案!

未来に
提案!

Fine

Fine Fine

アプリケーター
デバイス

ポレーター

テープ製剤

ポリマー選定

共同研究

吸収促進剤

角質保護

薬剤安定性
放出

コントロール

吸収の促進 刺激の低減

ターゲット
医薬品の選択



23 24Nitto Group Report 2017 Nitto Group Report 2017

環境負荷を低減する情報化社会を支える たとえばたとえば

さまざまな情報が行き交う昨今、いつでもどこでも情報を受発信できるスマートフォンやタブレットPCなどの情報端末は、い

まや生活に欠かせないツールになりました。これに伴い、ディスプレイの小型・軽量化が求められ、ウェアラブル端末に使われる

ようなフレキシブルディスプレイの需要も高まっています。

ディスプレイには光学フィルムをはじめ多種多様なNittoグループの製品が使われており、急速に進化する情報社会を支えて

います。

気候変動や資源枯渇などの環境問題は、現在の生活をも脅かすほど重要になっており、迅速かつ積極的な取組みが求められて

います。Nittoグループはその事業活動が直接及ぼす環境負荷を減らすだけでなく、お客様の製造工程においても環境負荷低減

につながるような製品の開発に取り組んでいます。

お客様の工程を
簡便に

ダイアタッチ
フィルム

半導体ウェハ 接着材
塗布

ダイシングテープ 回路基板

半導体ウェハ

ダイシングテープ 回路基板

従来工程

EM
シリーズ

■反りの違い

微細な塵まで捕集しつつ通気性に優れた高性能エ
アフィルタで、クリーンルームや掃除機などに最適
です。「テミッシュ®」は空気の透過抵抗が低いためエ
ネルギーの使用
量削減が見込ま
れます。
また、塵離れが

よくメンテナンス
の手間を改善し
ます。

特集 新しい価値を社会へ

超薄型偏光板

Nittoの超薄型偏光板は、Display Industry Awards 2016におけるDisplay 
Component of the Year Award受賞に続き、平成29年度全国発明表彰「内閣総理大
臣賞」を受賞しました。
延伸によって発生する反りを抑え、薄くても安定した品質を保つ革新的な製法の発明

が、ディスプレイの薄型化、フレキシブル化に貢献したと評価されました。従来の工程や材
料を見直し、新しい発想を加えた結果、標準的な偏光板と比較して厚みを約80%、反りの
原因となる収縮も約60%低減することができました。すでに薄型テレビやスマートフォン
などに採用されており、今後はフレキシブルディスプレイへの搭載も期待されます。

超低圧RO膜エレメント ESPA®2-LD MAX

河川水や排水などから不純物を取り除く逆浸透膜（RO膜）エレメントは、
下水・排水回収処理や海水淡水化、超純水製造など幅広い用途に使用され
ています。
新製品の「ESPA®2-LD MAX」は、薄手のRO膜と厚手の原水スペーサー

を採用しています。RO膜を薄くし、より多くの膜を搭載することで処理す
る水の量が増えます。また、スペーサーを厚くすることで流路が拡がるため、
水の抵抗が減りエネルギー使用量を削減できるほか、汚れの堆積や詰まり
が起こりにくく、薬品を使った洗浄の回数を減らすことができます。
このように省エネと薬品使用量の削減が環境負荷低減に貢献するととも
に、製品の長寿命化も期待できます。

■使用例（フィルタユニット）

Green

濃縮水

透過水

透過水スペーサー

集水管

RO膜

原水

原水

原水
スペーサー

透過水の流れ

膜ろ過後の透過水を集める

原水の流路を
確保する

透過水の流路を確保する

イオンを取り除き、水を透過させる

濃縮水の流れ

2016

引っ張るだけではがれるストレッチテープ

感圧ダイシングテープ一体型ダイアタッチフィルム 
エレップマウント®（EMシリーズ）

ネオジム片面吸着磁石

エアフィルタ用 テミッシュ® 
NTF9300 シリーズ

ストレッチテープNO.58110B/NO.58115Bは、しっかり固
定する接着力と、引っ張るだけで剥がせる剥離性を兼ね備えた両
面テープです。固定した部品を傷つけず簡単にはずせるため、モ
バイル機器のバッテリーや内蔵カメラなどのリサイクル・リユー
スを容易にします。

半導体製造において、銀ペーストなどでチップを固定する従来の工程が
不要になります。お客様の工程を簡便にし、環境負荷を減らします。

片面にのみ磁束を集中させることで、従来の技術では不可能
だった強力さを実現したネオジム磁石です。モーターの性能向上
と小型・軽量を可能にし、半導体や液晶ディスプレイ製造におけ
るタクトタイムを短縮します。また、リニアモーターにも適して
います。

未来に
提案!

Clean

Clean

液晶ディスプレイの緩衝用
薄層クリーンフォーム

前面カバーレンズの出荷時の保護…
表面保護材

カバーレンズの固定 
発泡体基材両面テープ スピーカの防水・防塵…

高機能防水・防塵フィルタ

透明導電性フィルム
前面カバーレンズと…
透明導電性フィルムの固定…
透明粘着シート

金属ベゼルと液晶ディスプレイの…
ガスケット材

透明導電性フィルム間の接着…
透明粘着シート

位相差板

偏光板
偏光板

位相差板
輝度向上フィルム

放熱シートの固定…
超薄両面テープフレキシブルプリント回路（FPC）

清浄空気

汚染空気

■RO膜エレメントの構造

標準的な 
偏光板

超薄型
偏光板

標準的な磁石 Nittoの片面吸着磁石

テープで	
固定

テープを	
剥がす

引っ張ると特殊柔軟基材が変形してきれいに剥がれます。

Green
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安全な輸送を支える 街の安全・安心に役立つ

事業を知財で守る

Nittoグループは、既存事業に加え、グリーン（環境関連）・

クリーン（新エネルギー）・ファイン（ライフサイエンス）の新

領域でも技術やサービス・製品を事業化し市場を獲得するた

めに、それぞれの市場スタイルに応じた最適な知的財産活

動を行っています。「事業を知的財産で守る」を実践すること

で事業戦略の可能性を広げています。

また、Nittoグループのグローバル出願比率は60%と高

い水準を維持しており、事業展開に合わせて知的財産活動

もグローバル化を実現しています。こうした活動が認めら

れ、クラリベイト・アナリティクス社（旧トムソン・ロイター 

IP&Science）の「Top100グローバル・イノベーター2016」

に6年連続で選出されました。
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2016201520142012 20132006 2007 2008 2009 2010 2011
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国際特許
ヨーロッパ
特許
台湾特許　
韓国特許
中国特許
米国特許
日本特許

■Nittoグループの特許公開推移（日本および主要外国）

権利活用可能な知財権を事業競争優位につなげる。

市場スタイルに
応じた知財戦略

事業成長
（事業・エリア軸）

事業と知財の融合
事業成果につながる知財活動

Innovation for Customers
事業と一体となって推進

トロフィー授与式にて
クラリベイト・アナリティクス社の日野様（右）と当社社長の髙﨑

たとえば たとえば

グローバル化に伴い、人や物を大量かつスピーディーに輸送することが求められています。加えて、安全性を確保するため輸

送機器の操縦の自動化やエレクトロニクス化も急速に進んでいます。Nittoグループはこうした社会のニーズを満たすため、新

しい技術や部材の開発に取り組み、さらなる安全性と快適性を追求しています。

急速な社会の発展が治安の悪化を招くことがあります。治安維持を担う人々の要望を受け、安全・安心な街づくりのために

Nittoグループの技術が、応用されています。

カーテンエアバッグ気密性フィルム

HUD用可視光カット材

鑑識用粘着シート　JPシート

鋼板・アルミ板補強材　ニトハード®

従来、指紋採取は粉をかけて指紋を検出し、ゼラチンシートの粘着面に転写
していました。しかし、ゼラチンシートは熱に弱く、夏場の車のボンネットなど、
そのままの状態では指紋採取ができないことがありました。
Nittoが開発したJPシートは耐熱性・耐水性に優れているうえ、鮮明さが増し

たこともあって証拠として採用できる指紋が増えました。さらに、粉を使わず
直接粘着シートに転写することもできるため、OA機器などの汚れや故障の心
配がありません。
現場の要望から生まれたJPシートは、日本全国の警察で利用されており、鑑
識捜査の効率アップに寄与しています。

安全性・快適性を重視して車の装備を充実させた結果、重量が増し燃費の悪化を招きました。
一方で、環境規制はますます厳しくなっています。燃費改善と排出ガス低減のため、外板パネル
を薄くして車体を軽くする傾向にありますが、剛性の低下が懸念されます。
「ニトハード®」は、貼って加熱するだけで発泡・硬化
し、外板パネルを部分的に補強してくれます。複雑な
形状や曲面にも貼り付けることができ、制振・防音・断
熱効果も得られます。
また、アルミ素材に対応し、加熱工程で発生する外板
変形を抑制した「ニトハード®AS2000」は、より軽量化
が求められ、アルミパネル需要が拡大している米国で
広く採用されています。

カーテン
エアバッグ

可視光
カット材

画像を投影

太陽光
カット

km/h

500m

特集 新しい価値を社会へ 2016 2017

Nittoは2016年7月、カーテンエアバッグ向け機能性フィルムの
事業をスイスのnolax Holding社から買収しました。
カーテンエアバッグは、車の側面衝突時にサイドウィンドウを覆

うように展開して乗員を保護するもので、衝突直後の横転や転覆事
故による乗員の車外放出を防ぐため、数秒間展開した状態を保持す
る気密性が求められます。Nittoの薄型接着フィルムは、従来のワニ
スを塗付する工法と同等の気密性を保つとともに、工程を簡素化し
環境負荷低減も実現します。

運転に必要な情報をドライバーの視線上に投影する車載
ヘッドアップディスプレイ(HUD)の普及が見込まれます。
メーター情報のほか、将来的には対向車や歩行者などの検知
情報も投影可能で、安全な運転をサポートします。
しかし、HUDユニットはフロントガラスの傍に設置される
ため太陽光が内部に侵入しやすく、表示デバイスの故障が懸
念されます。 
Nittoの可視光カット材は、画像をクリアに投影しつつも
太陽光を約50%カット。HUDユニットの長寿命化にも貢献
します。

未来に
提案!

未来に
提案!

熱湯の入ったコップからでも	
鮮明な指紋採取が可能

カーテンエアバッグ表面に	
Nittoのフィルムを貼付します。
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